
平成29年２月定例記者会見資料一覧

平成29年２月２日（木）

つくば市市長公室広報広聴課

１ 報告案件等

（１）平成28年中におけるつくば市の火災・救急概要について

【消防本部 予防広報課，警防課】

（２）「第２次つくば市観光基本計画」（案）のパブリックコメントの実施について

【経済部 観光物産課】

（３）「つくば市交通安全計画」の策定について

【環境生活部 危機管理課】

２ イベント情報

（１）「第44回筑波山梅まつり」の開催について

【経済部 観光物産課】

（２）第４回つくばショートムービーコンペティション つくッペ ノミネート作品最終審査会・

上映会について

【市民部 文化振興課】

（３）つくば市イベント情報（２月・３月）

【市長公室 広報広聴課】



区　　分 平成２８年 平成２７年 増　 減

 出 場 件 数 ８，７７５件 ８，３９７件 　３７８件

 搬 送 人 員 ８，２６６人 ７，９１０人 　３５６人

平成29年２月庁議付議事案書（No.１） （様式２）

消防本部 予防広報課
警防課

件名 平成28年中におけるつくば市の火災・救急概要について

内容 １ 趣旨
平成28年１月から12月までの火災・救急の実態を把握し，原因傾向

を確認するとともに対策等を市民に周知する。

２ 火災の状況

※平成28年中の負傷者の増加は，建物火災における初期消火中の負
傷者が多数発生したことによるもの。

３ 救急の状況

※１日平均24件，約60分に1回の割合で救急出場し，市民の約28人
に1人が救急搬送されたことになる。

４ 傾向と対策
火災の出火原因としては，「電気配線類」が増加傾向にある。また

「放火等」は減少している。
今後は，電気火災対策として，電気器具や配線等の正しい使用方法

と点検や清掃による適正維持管理について，周知していくとともに，
住宅用火災報知器設置の啓発等も強化していく。さらに，火災予防に
対して効果的である消防団や消防署による夜間警戒及び広報活動も継
続実施していく。
また，救急については，市報やホームページを活用し，適正利用促

進を図っていく。

効果等 平成28年中に発生した火災及び救急概要を市民等に周知するととも
に，火災予防対策や救急車の適正利用等を呼びかけることで市民の安全
安心な生活に寄与することができる。

　　　　　 年　 別

　区　分
平成２８年 平成２７年 増　　減

出 火 件 数 ６５件 ７８件 △１３件

死      者   ０人   １人 △  １人

負  傷  者  　１５人　   ５人   １０人



平成29年２月庁議付議事案書（No.２） （様式２）

経済部 観光物産課

件名 「第２次つくば市観光基本計画」（案）のパブリックコメントの実施

について

内容 １ 趣旨

平成24年６月に「つくば市観光基本計画」を策定し，観光分野の大

きな方向性を示し，施策を展開してきた。平成28年度に現在の計画が

策定から５年経過することからこれまでの施策の進展などを踏まえた

見直しを実施し「第２次つくば市観光基本計画」を策定する。

今般，有識者等からなる「第２次つくば市観光基本計画策定委員会」

での審議を経た本計画案について，市民の意見を反映させるためパブ

リックコメントを実施する。

２ 意見募集期間

平成29年２月３日（金）～平成29年３月６日（月）[32日間]

３ 資料の閲覧場所

観光物産課（市役所４階），市ホームページ，情報コーナー（市役

所１階），各窓口センター，各地域交流センター

４ 意見提出方法

上記閲覧場所（情報コーナーを除く）に直接持参（施設閉庁日を除

く），または観光物産課に郵送，FAXで送付。その他，市ホームページ

からＥメール，または電子申請・届出サービスの入力フォームに必要

事項を入力して送信。

５ 経過

平成28年７月～平成29年１月 策定委員会による審議（４回）

平成28年９月～10月 市外・県外在住者向けアンケートの実施

※インターネット及び郵送調査

６ 今後の予定

パブリックコメント結果及びそれに基づく修正案を，第２次つくば

市観光基本計画策定委員会及び庁議において報告，審議し，平成29年

４月ごろ，上記閲覧場所及び市ホームページで公表する。

効果等 計画の策定に当たり，市民から幅広く意見を聴取することにより，計

画に市民の意見を反映させることが期待できる。



平成29年２月庁議付議事案書（No.３） （様式２）

環境生活部 危機管理課

件名 「つくば市交通安全計画」の策定について

内容 １ 趣旨

つくば市は，交通安全対策基本法に基づき，「第10次茨城県交通安

全計画」を踏まえて，今後５年間（平成28年度～32年度）に市内にお

いて取り組むべき交通の安全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱

を定めた「つくば市交通安全計画」－交通事故のない社会を目指して

－を策定する。

２ 経過

平成28年７月 第１回 生活安全推進協議会

平成28年８月 第２回 生活安全推進協議会

平成28年10月 パブリックコメント実施

実施期間 平成28年10月５日～11月３日[30日間]

実施結果 意見提出 1名 1件

平成28年12月 第３回 生活安全推進協議会 原案修正なし

※パブリックコメントの実施結果については， 危機管理課（市役所２

階），市ホームページ，情報コーナー（市役所１階），各窓口センター，

各地域交流センターで公表するとともに，本計画については，市ホー

ムページを通じて市民に公表する。

効果等 「生活安全推進協議会」での意見及び提言に加え，パブリックコメン

トにより市民からいただいた意見を参考に策定した本計画に基づき，更

に交通安全を推進していく。



平成29年２月定例記者会見 イベント等情報（№１）

（広報広聴課扱） 経済部 観光物産課

イベント等名 「第44回筑波山梅まつり」の開催について

１ 趣旨・目的 早春の筑波山観光誘客事業の一環として，筑波山梅林を会場に梅
まつりを開催し，もって本市の観光振興及び地域活性化を図る。

２ 日時 平成29年２月25日（土）～３月20日（祝）［24日間］

３ 場所 筑波山梅林（つくば市沼田）

４ 内容 (1) 開園祭及び開園式
日時：２月25日(土) 開園祭11:00～ 開園式11:30～
場所：梅まつり会場特設ステージ（おもてなし館前）

(2) 梅茶のサービス（無料）
(3) 梅をテーマとした料理

土産「梅食（うめーしょく）」の販売
(4) 梅まつり期間限定特別弁当の販売
(5) つくば観光大使のお出迎え
(6) ステージ（筑波山名物ガマの油売り口上等）
(7) 同時開催イベント

・「ようこそ！筑波山地域ジオパークへ 梅林ミニジオツアー」
２月26日(日),27日(月)開催
《主催：筑波山地域ジオパーク推進協議会》

・アウトドア体験等の開催
《主催：フォレストアドベンチャー・つくば》

交通・駐車場対策
(1) 梅林内無料循環バス（ワンボックスカー）の運行《毎日》
(2) 筑波山無料周遊バス「湯巡り号」の運行

《３月の土・日曜日のみ》
(3) 駐車場

・市営駐車場（普通車458台,大型車19台），臨時駐車場約100台
（駐車料金：普通車500円/回，大型車2,000円/回）

(4) 車両通行止め（期間中毎日）
・区間 林道沼田新田酒寄線

おもてなし館入口下～酒寄丁字路間
・時間 9:00～16:00

５ 対象者等 約16万人 (昨年度実績 約16万人)
（対象者・参加予
定者者・実績など）

６ 主催等 主催 筑波山梅まつり実行委員会
（主催・共催・後 (一社)つくば観光コンベンション協会
援・協力など） 共催 つくば市

７ 特記事項 筑波山梅林をはじめとした，本市の観光スポットの魅力を広く発
（改善点・工夫点 信することにより，市内外から筑波山周辺地域等への観光誘客の促
・参加者の特徴な 進が期待できる。
ど）



平成29年２月定例記者会見 イベント等情報（№２）

（広報広聴課扱） 市民部 文化振興課

イベント等名 第４回つくばショートムービーコンペティション つくッペ

ノミネート作品最終審査会・上映会

１ 趣旨・目的 つくばショートムービーコンペティション（通称：つくッペ）は，

つくば市からの文化の発信と次世代の才能の発掘をめざし，10分以

内の短編映画の公募を行う，民・産・学・官の共催イベントで，今

回で４回目の開催である。全国から寄せられた94本の応募作品のう

ち，１次審査を経て選出された10本のノミネート作品の中からグラ

ンプリを決定する。

２ 日時 平成29年３月５日(日) 13時30分開演（13時開場）

３ 場所 つくばイノベーションプラザ大会議室

（つくば市吾妻一丁目10番地１）

４ 内容 10本のノミネート作品の無料上映会と，受賞式を開催する。最終

審査には，特別審査員としてつくば市出身の中村義洋映画監督をお

迎えし，市民審査員を含む６名が当たり，当日各賞が決定する。

グランプリ受賞者には，賞金の他，副賞としてつくば市の姉妹都

市，仏・グルノーブル市で７月に開始される屋外短編映画祭に招待

され，作品が特別上映される。

５ 対象者等 ・入場者：先着100名（申込不要）

（対象者・参加予 ・観客審査員：先着50名（申込要），対象は中学生以上

定者者・実績など）・審査員：中村 義洋 監督

つくば市長 五十嵐 立青（予定）

筑波学院大学学長 大島 槇子

池上 一郎（コンテンツプロデューサー）

島田 由美子，山崎 誠治，川浪 せつ子（市民審査員）

・ノミネート者：10組

６ 主催等 主催：つくばショートムービーコンペティション実行委員会

（主催・共催・後 つくば市，筑波学院大学，(公財)つくば文化振興財団

援・協力など） 協賛：(株)シンプルウェイ，(株)ワコム

後援：ACCS

７ 特記事項 応募作品94本（うち，自由部門84本，つくば部門10本）と，昨年

（改善点・工夫点 度の53本から作品数の大幅な増加がみられた。

・参加者の特徴な

ど）


